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2015年6月2日
日興アセットマネジメント株式会社

ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）
為替ヘッジなし／為替ヘッジあり

景気回復が進む米国において年内の政策金利の引き上げが見込まれるなか、利回りが相対的に高く、金利
上昇の影響を受けにくい変動金利の資産への注目度が高まっています

金利上昇局面で注目高まるバンクローン

上昇の影響を受けにくい変動金利の資産への注目度が高まっています。
当資料では、当ファンドの主要投資対象であるバンクローンの魅力やファンドの運用実績などをお伝えいたし
ます。

バンクローンの魅力 ① 金利上昇局面に強み
過去の金利上昇局面において、バンクローンのパフォーマンスは、利息があらかじめ決められている
債券（固定利付債券）と比較して高くなる傾向があります。
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＜米国政策金利の推移と米国資産のパフォーマンス＞
（1993年5月末～2009年12月末）
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局面③の騰落率
（2004年5月末～2006年6月末）

-0.8%
米国

国債

バンク

ローン

米国ハイ

イールド社債

米国

国債

バンク

ローン

米国ハイ

イールド社債

米国国債：シティ世界国債インデックス（米国）、バンクローン：クレディ・スイス・レバレッジド・ローン・インデックス
米国ハイイールド社債：BofAメリルリンチ・米国ハイイールド・マスターⅡ・インデックス
※指数は全て米ドルベースを使用。
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※上記指数は、当ファンドのベンチマークではありません。また、当ファンドのパフォーマンスを示唆するものでもありません。

■当資料は、投資者の皆様に「ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッジなし／為替ヘッジあり」
へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている
見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用成果などを保証するものではありません。 1/14

※上記は過去のものであり、将来の運用成果などを約束するものではありません。

（信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成）

※上記指数は、当ファンドの ンチマ クではありません。また、当ファンドの フォ マンスを示唆するものでもありません。
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なぜ、金利上昇局面に強みがあるの？
バンクローンは、一般に変動金利が採用されているため、定期的に金利水準が見直されます。

金利上昇局面では市場金利の変動に伴ない、金利収入が増加する仕組みであることから、バンクローン

は金利上昇の影響を受けにくく、価格の下落は固定金利の資産に比べ限定的となる傾向があります。

「基準金利」と企業ごとに異なる「上乗せ金利」

により構成されます。

上
乗

上乗せ金利

・企業の信用力や市況動向などにより
決まります。

イ
ン
カ

金利上昇

＜固定金利の資産＞
（国債、社債など）

＜変動金利の資産＞
（バンクローンなど）

金利低下 金利上昇 金利低下

＜バンクローンの金利の構造＞
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せ
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利

基
準
金
利

基準金利

・一般にLIBORが用いられており、一定
期間（3ヵ月程度）ごとに見直されるため、
LIBORの変動に伴ない変化します。

・一般に、基準金利には下限（最低金利）
が設けられています。

※金利上昇局面において LIBORが

決まります。
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資
産
価 金利変動時の 金利変動時の

利 ※金利上昇局面において、LIBORが
最低金利より低い場合、LIBORが
最低金利を上回る水準となるまで、
基準金利は変動しません。

価
格 価格変動が小さい 価格変動が大きい

※上記はイメージ図であり、実際とは異なる場合があります。

（％）

バンクローンは、一般に信用力が相対的に低い企業に対する貸付債権であるため、一般的な投資適格
債券と比較して、信用リスクが高い分、利回りが高くなる傾向にあります。

＜各資産の利回り水準＞
（2015年4月末現在）

バンクローンの魅力 ② 相対的に高い利回り水準

3.0 

4.7 
5.4 

6.4 

4

6

8
（％） （2015年4月末現在）

【日本国債・米国国債】
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【バンクローン】
JPモルガン・リクイッド・ローン・インデックス
【新興国国債】
JPモルガンEMBIグローバル・ディバーシファイド
【米国ハイイールド社債】
BofAメリルリンチ・米国ハイイールド・マスターII・インデックス

※上記指数は、当ファンドのベンチマークではありません。
また、当ファンドのパフォーマンスを示唆するものでもあり
ません。

■当資料は、投資者の皆様に「ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッジなし／為替ヘッジあり」
へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている
見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用成果などを保証するものではありません。 2/14

※上記は過去のものであり、将来の運用成果などを約束するものではありません。

（信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成）
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バンクローンは、一般に優先担保が設定されており、株式はもとより、社債などの債券と比較して、
企業が破たんした場合における返済の優先順位が高くなっています。そのため、デフォルト（債務不履
行）後の元本回収率は相対的に高い水準です

バンクローンの魅力 ③ 高い元本保全性
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＜デフォルト後の平均回収率＞
（1987年～2014年）
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＜支払いの優先順位（弁済順位）＞

行）後の元本回収率は相対的に高い水準です。

バンクローンの回収率は
高い水準
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出所：ムーディーズ

＊ハイイールド社債を含む

＊ ＊

バンクローンのデフォルト率は、融資実行後も財務面などにおいて厳格な審査が実施されていること

相対的に低いバンクローンのデフォルト率
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バンク ンのデフォルト率は、融資実行後も財務面などにおいて厳格な審査が実施されていること
などにより、ハイイールド社債と比較して低くなる傾向がありました。

今後、米国の政策金利の引上げに伴ない企業の利払い負担の増加が予想されるものの、景気回復を
背景として企業業績が拡大傾向にあることから、デフォルト率は、引き続き低い水準で推移することが見
込まれています。

＜デフォルト率＊の推移＞
（1997年1月～2015年4月） ＊発行体ベース
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■当資料は、投資者の皆様に「ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッジなし／為替ヘッジあり」
へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている
見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用成果などを保証するものではありません。 3/14

※上記は過去のものであり、将来の運用成果などを約束するものではありません。
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出所：ピムコジャパンリミテッド
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バンクローンは、ハイイールド社債などに比べ値動きが穏やかになる傾向があり、リスク水準も相対的に
低くなっています。

バンクローンのパフォーマンスについて
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米国株式
米国ハイイールド社債
バンクローン

ハイイールド社債や株式に比べ、リターンは安定的

＜各資産のパフォーマンス＞
（1991年12月末～2015年4月末）
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【バンクローン】クレディ・スイス・レバレッジド・ローン・インデックス
【米国ハイイールド社債】BofAメリルリンチ・米国ハイイールド・マスターII・インデックス
【米国株式】S&P500株価指数（トータル・リターン）

グラフの起点を100として指数化

※上記指数は、当ファンドのベンチマークではありません。また、当ファンドのパフォーマンスを示唆するものでもありません。
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＜各資産のリスク水準＞
（1991年12月末～2015年4月末）

相対的に低いリスク水準

（信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成）
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米国投資適格社債と
同程度のリスク水準

●月次騰落率の標準偏差を年率換算
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※指数は全て米ドルベースを使用。
※ 上記指数は、当ファンドのベンチマークではありません。

また、当ファンドのパフォーマンスを示唆するものでもありません。

■当資料は、投資者の皆様に「ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッジなし／為替ヘッジあり」
へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている
見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用成果などを保証するものではありません。 4/14

※上記は過去のものであり、将来の運用成果などを約束するものではありません。

（信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成）
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48014,000 
分配金額（税引前、1万口当たり）：右軸

基準価額（税引前分配金再投資ベース）：左軸
（円）

＜ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型） 為替ヘッジなし＞

基準価額と分配金額の推移 （2013年8月30日（設定日）～2015年5月29日）
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基準価額（税引前分配金再投資ベ ス） 13 091円

40円
60円 80円

12012,000 
分配金額（税引前 1万口当たり） 右軸

＜ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型） 為替ヘッジあり＞

基準価額（税引前分配金再投資ベース） 13,091円
基準価額（税引前分配金控除後） 12,025円

2015年5月29日現在
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※基準価額は信託報酬（後述の「手数料等の概要」参照）控除後の1万口当たりの値です。
※税引前分配金再投資ベースとは、税引前分配金を再投資したものとして計算した理論上のものであることにご留意ください。

基準価額（税引前分配金再投資ベース） 10,319円
基準価額（税引前分配金控除後） 9,710円

2015年5月29日現在

■当資料は、投資者の皆様に「ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッジなし／為替ヘッジあり」
へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている
見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用成果などを保証するものではありません。 5/14

税 前分 投資 、税 前分 を 投資 算 論 あ 留 。
※分配金額は収益分配方針に基づいて委託会社が決定しますが、委託会社の判断により分配金額を変更する場合や分配を

行なわない場合もあります。

※上記は過去のものであり、将来の運用成果などを約束するものではありません。
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ポートフォリオの概要 （2015年4月30日現在）

＜資産構成比＞

※以下は、当ファンドの実質的な主要投資対象ファンドである「PIMCO バミューダ・バンク・ローン・
ファンド（M）」の概要です。

バンクローン 89 3%
＜通貨別構成比＞

通貨 比率バンクロ ン 89.3%
債券 6.8%
現金・その他 4.0%

※対純資産総額の比率です。

通貨 比率

米ドル 99.8%

ユーロ 0.1%

英ポンド 0.1%

その他 0.0%
※組入れバンクローンおよび債券の

時価総額に対する比率です。
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＜業種別構成比＞＜国別構成比＞

（信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成）
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ＢＢ
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※組入れバンクローンおよび債券の時価総額に対する比率です。
※平均格付とは、データ基準日時点で当外国投資信託が保有している有価証券などに係る信用格付を

平均格付 BB-

■当資料は、投資者の皆様に「ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッジなし／為替ヘッジあり」
へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている
見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用成果などを保証するものではありません。 6/14

※上記は過去のものであり、将来の運用成果などを約束するものではありません。

※平均格付とは、デ タ基準日時点で当外国投資信託が保有している有価証券などに係る信用格付を
加重平均したものであり、当外国投資信託に係る信用格付ではありません。

※上記数値は四捨五入しておりますので、合計が100％にならない場合があります。
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ポートフォリオの概要 （2015年4月30日現在）

＜バンクローン上位10銘柄＞ 組入銘柄数：320銘柄

※以下は、当ファンドの実質的な主要投資対象ファンドである「PIMCO バミューダ・バンク・ローン・
ファンド（M）」の概要です。

銘柄名 業種 比率

1 BURGER KING WW INC (1011778 BC ULC) TL B 小売 1.9%
2 HILTON WORLDWIDE FINANCE LLC TL B 宿泊 1.6%
3 CHS/COMMUNITY HEALTH SYS IN TL D ヘルスケア（サービス） 1.3%
4 AVAGO TECHNOLOGIES LTD TL B 半導体 1.3%
5 ENERGY FUTURE/EFIH DIP TL 公益事業（電気） 1.2%
6 PETSMART INC TL B 小売 1 2%6 PETSMART INC TL B 小売 1.2%
7 STAPLES INC TL B 小売 1.1%
8 DELTA 2 LUX SARL TL B エンターテイメント 1.1%
9 ALBERTSON'S HOLDINGS LLC TL B4 食品 1.1%
10 DOLLAR TREE STORES INC TL B 小売 1.0%

※組入れバンクローンおよび債券の時価総額に対する比率です。
※個別の銘柄の取引を推奨するものではありません。※個別 銘柄 取引を推奨するも ありま 。
※上記銘柄については将来の組み入れを保証するものではありません。

バーガーキング ヒルトン・ワールドワイド

欧米を中心とした世界各国で
チェーン展開するハンバーガー
ショップ。

「ヒルトン・ホテルズ＆リゾーツ」を運営する
世界的な ホテルチェーングループに属する
関連会社。 ヒルトンホテルは、1925年、

ラ ド ト が開業 「 ト 他

＜債券上位10銘柄＞ 組入銘柄数：89銘柄

銘柄名 業種 比率

1 TENET HEALTHCARE CORP ヘルスケア（サービス） 0.2%

コンラッド・ヒルトンが開業、 「ヒルトン」の他、
「コンラッド」などのブランドを有する。

2 CLEAR CHANNEL WORLDWIDE SR UNSEC メディア 0.2%
3 T-MOBILE USA INC SR UNSEC 通信 0.2%
4 SPRINT CORP SR UNSEC 通信 0.2%
5 UNITED RENTALS INC 商業サービス 0.1%
6 VALEANT PHARMACEUTICALS SR UNSEC 144A 医薬 0.1%
7 PITTSBURGH GLASS WORKS LLC 144A 自動車部品 0.1%
8 ENDO FIN LLC/ENDO FINCO SR UNSEC 144A 医薬 0 1%8 ENDO FIN LLC/ENDO FINCO SR UNSEC 144A 医薬 0.1%
9 ADT CORP GLBL SR UNSEC 商業サービス 0.1%
10 TENET HEALTHCARE CORP SR UNSEC 144A ヘルスケア（サービス） 0.1%

※組入れバンクローンおよび債券の時価総額に対する比率です。
※個別の銘柄の取引を推奨するものではありません。
※上記銘柄については将来の組み入れを保証するものではありません。

■当資料は、投資者の皆様に「ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッジなし／為替ヘッジあり」
へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている
見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用成果などを保証するものではありません。 7/14

※上記は過去のものであり、将来の運用成果などを約束するものではありません。
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収益分配金に関する留意事項
分 金は 預貯金 利息とは異なり 投資信託 純資産から支払われます 分 金が支払われると

投資信託の純資産

分配金

分配金は、預貯金の利息とは異なり、投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、
その金額相当分、基準価額は下がります。

投資信託で分配金が支払われるイメージ

分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて
支払われる場合があります。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することにな
ります。また、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。

前期決算から基準価額が上昇した場合 前期決算から基準価額が下落した場合

計算期間中に発生した収益を超えて支払われる場合

前期決算から基準価額が上昇した場合 前期決算から基準価額が下落した場合

10,550円

10,450円

10,500円
分配金
100円

＊500円

＊50円

期中収益
（①+②）50円

＊450円

10,400円

10 300円

10,500円

分配金
100円

＊500円 ＊80円

配当等収益
①20円

（③+④） （③+④）
10,300円

（③+④）

＊420円
（③+④）

投資者 ド 購入価額によ は 分配金 部または全部が 実質的には元本 部払戻しに

(注)分配対象額は、①経費控除後の配当等収益および②経費控除後の評価益を含む売買益ならびに③分配準備積立金および
④収益調整金です。分配金は、分配方針に基づき、分配対象額から支払われます。

※上記はイメージであり、将来の分配金の支払いおよび金額ならびに基準価額について示唆、保証するものではありません。

＊分配対象額
500円

＊50円を取崩し ＊分配対象額
450円

前期決算日 当期決算日
分配前

当期決算日
分配後

＊分配対象額
500円

＊80円を取崩し ＊分配対象額
420円

前期決算日 当期決算日
分配前

当期決算日
分配後

投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、 実質的には元本の一部払戻しに
相当する場合があります。ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さ
かった場合も同様です。

分配金の一部が元本の一部払戻しに相当する場合 分配金の全部が元本の一部払戻しに相当する場合

元本払戻金
（特別分配金）

普通分配金

元本払戻金
（特別分配金）

※元本払戻金（特別分配金）は実質的に元本の一部払戻しとみなされ、その金額だけ個別元本が減少します。
また、元本払戻金（特別分配金）部分は非課税扱いとなります。

普通分配金 個別元本（投資者のフ ンドの購入価額）を上回る部分からの分配金です

投資者の
購入価額

（当初個別元本）

分配金
支払後

基準価額
個別元本

（特別分配金）

分配金
支払後

基準価額
個別元本

投資者の
購入価額

（当初個別元本）

（特別分配金）

■当資料は、投資者の皆様に「ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッジなし／為替ヘッジあり」
へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている
見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用成果などを保証するものではありません。 8/14

普通分配金 ： 個別元本（投資者のファンドの購入価額）を上回る部分からの分配金です。
元本払戻金 ： 個別元本を下回る部分からの分配金です。分配後の投資者の個別元本は、

（特別分配金） 元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。
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●リスク情報

投資者の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、
投資元金を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者（受益者）の皆

■お申込みに際しての留意事項①

投資元金を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者（受益者）の皆
様に帰属します。なお、当ファンドは預貯金とは異なります。

当ファンドは、主に優先担保付バンクローン（貸付債権）および債券を実質的な投資対象としま
すので、優先担保付バンクローン（貸付債権）および債券の価格の下落や、優先担保付バンク
ローン（貸付債権）の債務者、優先担保付バンクローン（貸付債権）および債券の発行体の財
務状況や業績の悪化などの影響により、基準価額が下落し、損失を被ることがあります。また、
外貨建資産に投資する場合には 為替の変動により損失を被ることがあります外貨建資産に投資する場合には、為替の変動により損失を被ることがあります。

投資対象とする投資信託証券の主なリスクは以下の通りです。

【価格変動リスク】

・優先担保付バンクローン（貸付債権）は、金利変動により価格が変動するリスクがあります。
一般に金利が上昇した場合には価格は下落し、ファンドの基準価額が値下がりする要因とな
ります。ただし、その価格変動幅は、裏付けとなるローンの内容、種類、残存期間、利払いま
での期間および利率の条件などにより個別のローンごとに異なります。

・公社債は、金利変動により価格が変動するリスクがあります。一般に金利が上昇した場合に
は価格は下落し、ファンドの基準価額が値下がりする要因となります。ただし、その価格変動
幅は、残存期間やクーポンレートなどの発行条件などにより債券ごとに異なります。

【流動性リスク】【流動性リスク】

・市場規模や取引量が少ない状況においては、有価証券等の取得、売却時の売買価格は取
引量の大きさに影響を受け、市場実勢から期待できる価格どおりに取引できないリスク、評価
価格どおりに売却できないリスク、あるいは、価格の高低に関わらず取引量が限られてしまう
リスクがあり、その結果、不測の損失を被るリスクがあります。

・優先担保付バンクローン（貸付債権）は、公社債などの有価証券に比べて市場規模や取引量
が少ないため 流動性リスクが高まる場合があります また 資産の転売に いても契約上が少ないため、流動性リスクが高まる場合があります。また、資産の転売についても契約上
制限されていることがあり、ファンドの資金流動性に影響を与え、不測の損失を被るリスクが
あります。

（次頁に続きます）

■当資料は、投資者の皆様に「ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッジなし／為替ヘッジあり」
へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている
見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用成果などを保証するものではありません。 9/14
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【信用リスク】

・優先担保付バンクローン（貸付債権）の債務者が倒産等に陥り、利払いの遅延や元本の返済
が滞るデフォルトが発生した場合、あるいはこうした状況に陥ると予想される場合、優先担保

（前頁より続きます）
■お申込みに際しての留意事項②

滞るデ ォ 発 場合、ある う 状況 陥る 予想される場合、優先担保
付バンクローン（貸付債権）の評価が下落（評価がゼロになることもあります。）し、ファンドの
基準価額が値下がりする要因となります。また、実際にデフォルトが生じた場合、担保の回収
等により弁済されますが、担保価値の下落等によって、投資元本に対して投資した資金が回
収できないリスクがあります。

・優先担保付バンクローン（貸付債権）の主幹事行はローンの元利金を回収する責務を負って
いるため 主幹事行の破産や倒産等により 元利金の受け取りが遅延する可能性があります。いるため、主幹事行の破産や倒産等により、元利金の受け取りが遅延する可能性があります。

・公社債および短期金融資産の発行体にデフォルト（債務不履行）が生じた場合またはそれが
予想される場合には、公社債および短期金融資産の価格が下落（価格がゼロになることもあ
ります。）し、ファンドの基準価額が値下がりする要因となります。また、実際にデフォルトが生
じた場合、投資した資金が回収できないリスクが高い確率で発生します。

・一般にハイイールド債券は、上位に格付された債券と比較して、利回りが高い反面、価格変
動が大きく デフォルトが生じる可能性が高いと考えられます動が大きく、デフォルトが生じる可能性が高いと考えられます。

【為替変動リスク】

◆為替ヘッジなし
投資対象とする外国投資信託の組入資産については、原則として為替ヘッジを行なわないた
め、当該資産の通貨の対円での為替変動の影響を受けます。一般に外国為替相場が当該資
産の通貨に対して円高になった場合には、ファンドの基準価額が値下がりする要因となります。

◆為替ヘッジあり
投資対象とする外国投資信託の組入資産については、原則として為替ヘッジを行ない、為替
変動リスクの低減を図ります。ただし、為替変動リスクを完全に排除できるものではありませ
ん。なお、為替ヘッジを行なうにあたっては、円の金利が為替ヘッジを行なう通貨の金利より
低い場合、この金利差に相当するヘッジコストが発生します。為替および金利の動向によって
は、為替ヘッジに伴なうヘッジコストが予想以上に発生する場合があります。は、為替 ッジに伴なう ッジコストが予想以上に発生する場合があります。

（次頁に続きます）

■当資料は、投資者の皆様に「ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッジなし／為替ヘッジあり」
へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている
見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用成果などを保証するものではありません。 10/14
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【期限前償還リスク】

・優先担保付バンクローン（貸付債権）において、予定される利息および元本の支払いの他、債
務 が

■お申込みに際しての留意事項③
（前頁より続きます）

務者の選択による期限前弁済を認めることがあり、この場合は、予定されていた利払いの一
部が得られないことがあります。

【期限前償還に伴なう再投資リスク】

・優先担保付バンクローン（貸付債権）が期限前償還された場合には、償還された金銭を再投
資することになりますが、金利低下局面においては、再投資した利回りが償還まで持ち続けら
れた場合の利回りより低くなることがあります。れた場合の利回りより低くなることがあります。

※ファンドが投資対象とする投資信託証券は、これらの影響を受けて価格が変動しますので、
ファンド自身にもこれらのリスクがあります。

※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。

■その他の留意事項

• 当資料は、投資者の皆様に「ピムコＵＳハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッ
ジなし／為替ヘ ジあり」 のご理解を高めていただくことを目的として 日興アセ トマネジジなし／為替ヘッジあり」へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジ
メントが作成した販売用資料です。

• 当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング･
オフ）の適用はありません。

• 投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構および保険契約者保護機構の保
護の対象ではありません また 銀行など登録金融機関で購入された場合 投資者保護基護の対象ではありません。また、銀行など登録金融機関で購入された場合、投資者保護基
金の支払いの対象とはなりません。

• 投資信託の運用による損益は、すべて受益者の皆様に帰属します。当ファンドをお申込み
の際には、投資信託説明書（交付目論見書）などを販売会社よりお渡ししますので、内容を
必ずご確認の上、お客様ご自身でご判断ください。

■当資料は、投資者の皆様に「ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッジなし／為替ヘッジあり」
へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている
見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用成果などを保証するものではありません。 11/14
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お申込

商品分類 追加型投信／海外／その他資産（バンクローン）

ご購入単位 購入単位につきましては、販売会社または委託会社の照会先にお問い合わせください。

ご購入価額 購入申込受付日の翌営業日の基準価額

ご購入不可日 購入申込日がニューヨーク証券取引所の休業日、ニューヨークの銀行休業日のいずれか
に当たる場合は 購入のお申込みの受付（スイッチングを含みます。）は行ないません。

■お申込メモ

に当たる場合は、購入のお申込みの受付（スイッチングを含みます。）は行ないません。
詳しくは、販売会社にお問い合わせください。

信託期間 2023年5月15日まで（2013年8月30日設定）

決算日 毎月15日（休業日の場合は翌営業日）

収益分配 毎決算時に、分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。
ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。

※将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するものではありません※将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するものではありません。

ご換金価額 換金請求受付日の翌営業日の基準価額から信託財産留保額を控除した価額

ご換金不可日 換金請求日がニューヨーク証券取引所の休業日、ニューヨークの銀行休業日のいずれか
に当たる場合は、換金請求の受付（スイッチングを含みます。）は行ないません。
詳しくは、販売会社にお問い合わせください。

ご換金代金のお支払い 原則として、換金請求受付日から起算して6営業日目からお支払いします。

課税関係 原則として 分配時の普通分配金ならびに換金時および償還時の差益は課税の対象と課税関係 原則として、分配時の普通分配金ならびに換金時および償還時の差益は課税の対象と

なります。

※課税上は、株式投資信託として取り扱われます。

※公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度の適用対象です。

※配当控除の適用はありません。

※益金不算入制度は適用されません。

■当資料は、投資者の皆様に「ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッジなし／為替ヘッジあり」
へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている
見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用成果などを保証するものではありません。 12/14



販売用資料
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手数料等 概要■手数料等の概要

お客様には、以下の費用をご負担いただきます。

＜お申込時、ご換金時にご負担いただく費用＞

購入時手数料 購入時手数料率（スイッチングの際の購入時手数料率を含みます。）は、
3.24％（税抜3％）を上限として販売会社が定める率とします。
※分配金再投資コースの場合 収益分配金の再投資により取得する口数については※分配金再投資コ スの場合、収益分配金の再投資により取得する口数については、

購入時手数料はかかりません。
≪ご参考≫
（金額指定で購入する場合）

購入金額に購入時手数料を加えた合計額が指定金額（お支払いいただく金額）となるよう
購入口数を計算します。
例えば、100万円の金額指定で購入する場合、指定金額の100万円の中から購入時手数料（税込）
をいただきますので、100万円全額が当ファンドの購入金額とはなりません。

（口数指定で購入する場合）（口数指定で購入する場合）
例えば、基準価額10,000円のときに、購入時手数料率3.24％（税込）で、
100万口ご購入いただく場合は、次のように計算します。
購入金額＝（10,000円／１万口）×100万口＝100万円、
購入時手数料＝購入金額（100万円）×3.24％（税込）＝32,400円となり、
購入金額に購入時手数料を加えた合計額103万2,400円をお支払いいただくことになります。

換金手数料 ありません。

信託財産留保額 換金時の基準価額に0 3％の率を乗じて得た額信託財産留保額 換金時の基準価額に0.3％の率を乗じて得た額

※販売会社によっては、スイッチングが行なえない場合があります。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。

＜信託財産で間接的にご負担いただく（ファンドから支払われる）費用＞

信託報酬 純資産総額に対して年率1.7064％（税抜1.58％）を乗じて得た額

その他費用 目論見書などの作成・交付および計理等の業務にかかる費用（業務委託する場合の委託
費用を含みます。）、監査費用などについては、ファンドの日々の純資産総額に対して年率
0.1％を乗じた額の信託期間を通じた合計を上限とする額が信託財産から支払われます。

組入有価証券の売買委託手数料、借入金の利息および立替金の利息などについては、
その都度、信託財産から支払われます。
※組入有価証券の売買委託手数料などは、運用状況などにより変動するものであり、

事前に料率、上限額などを示すことはできません。
※当ファンドの手数料などの合計額については、投資者の皆様がファンドを保有される期間などに応じて

異なりますので 表示することができません異なりますので、表示することができません。
※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

■当資料は、投資者の皆様に「ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッジなし／為替ヘッジあり」
へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている
見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用成果などを保証するものではありません。 13/14
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委託会社 そ 他関係法人■委託会社、その他関係法人

委託会社 日興アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第368号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、

日本証券業協会
投資顧問会社 ピムコジャパンリミテッド

会 住友 銀 株 会受託会社 三井住友信託銀行株式会社

（再信託受託会社：日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社）
販売会社 販売会社については下記にお問い合わせください。

日興アセットマネジメント株式会社
【ホームページ】http://www.nikkoam.com/
【コールセンター】0120-25-1404（午前9時～午後5時。土､日､祝･休日は除く。）

日本証券業
協会

一般社団法人
日本

投資顧問業
協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種

金融商品
取引業協会

今村証券株式会社 金融商品取引業者 北陸財務局長（金商）第3号 ○
岩井コスモ証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第15号 ○ ○

金融商品取引業者等の名称 登録番号

加入協会

投資信託説明書（交付目論見書）のご請求・お申込みは
「ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッジなし」

岩井 証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第 号 ○ ○
ＳＭＢＣフレンド証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第40号 ○ ○
株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○
カブドットコム証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○
株式会社滋賀銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第11号 ○ ○
株式会社新生銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号 ○ ○
髙木証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第20号 ○
株式会社東京都民銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第37号 ○ ○
株式会社トマト銀行 登録金融機関 中国財務局長（登金）第11号 ○
株式会社南都銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第15号 ○
新潟証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第128号 ○新潟証券株式会社 融商品取引業者 関東財務局長（ 商）第 号 ○
株式会社宮崎銀行 登録金融機関 九州財務局長（登金）第5号 ○
株式会社武蔵野銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第38号 ○
株式会社八千代銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第53号 ○
株式会社ゆうちょ銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第611号 ○
楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○

（50音順、当資料作成日現在）

投資信託説明書（交付目論見書）のご請求・お申込みは

「ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッジあり」

日本証券業
協会

一般社団法人
日本

投資顧問業
協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種

金融商品
取引業協会

今村証券株式会社 金融商品取引業者 北陸財務局長（金商）第3号 ○
岩井コスモ証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第15号 ○ ○
ＳＭＢＣフレンド証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第40号 ○ ○
株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○
カブドットコム証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○

金融商品取引業者等の名称 登録番号

加入協会
投資信託説明書（交付目論見書）の 請求 お申込みは

カブドットコム証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○
株式会社滋賀銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第11号 ○ ○
株式会社新生銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号 ○ ○
髙木証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第20号 ○
株式会社東京都民銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第37号 ○ ○
株式会社トマト銀行 登録金融機関 中国財務局長（登金）第11号 ○
株式会社南都銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第15号 ○
新潟証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第128号 ○
株式会社武蔵野銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第38号 ○
株式会社八千代銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第53号 ○
株式会社ゆうちょ銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第611号 ○

■当資料は、投資者の皆様に「ピムコUSハイインカム・ローン・ファンド（毎月分配型）為替ヘッジなし／為替ヘッジあり」
へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている
見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用成果などを保証するものではありません。 14/14

株式会社ゆうちょ銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第611号 ○
楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○

（50音順、当資料作成日現在）


